
●3

第1270号  平成24年（2012年）1月1日 市役所　代表電話番号 緯585−1111

ー
パ
ー
で
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
取
れ
た

魚
を
た
く
さ
ん
売
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

そ
こ
で
は
、
流
通
の
会
社
と
か
魚

を
取
る
た
め
の
漁
具
の
会
社
が
協
力

し
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
注
７
）
を
作

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
学
が
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
業
界
向
け

の
人
材
育
成
の
大
学
院
を
設
置
し

て
、
博
士
ま
で
も
出
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
１
に
教
育
、
２
に
教

育
で
す
。
世
界
は
、
そ
う
い
う
こ
と

を
や
り
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
は
な

か
な
か
競
争
に
は
勝
て
な
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
、
小
さ
い
企
業
が
人
材

を
集
め
る
に
は
コ
ス
ト
が
掛
か
り
ま

す
。
日
野
市
周
辺
の
地
域
に
、
高
学

歴
な
方
も
た
く
さ
ん
退
職
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
大
学
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
行
政
が
企
業
と
人
材
の
出
会

い
の
場
を
作
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
緒
に
や

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

今
の
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、

コ
ロ
ニ
ー
の
こ
と
、
技
術
革
新
の
こ

と
、
資
金
、
人
材
の
こ
と
。
こ
れ
ま

で
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
分
野
だ
な

と
反
省
し
ま
す
。
工
場
の
誘
致
は
、

広
い
土
地
を
整
備
し
、
税
金
を
安
く

し
ま
す
よ
と
い
う
の
が
主
で
し
た
。

そ
れ
以
外
の
発
想
が
不
足
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

中
小
の
企
業
が
何
か
を
し
た
い
と

い
う
時
に
、
行
政
が
企
業
の
視
点
で

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役

割
だ
と
思
い
ま
す
。
工
業
だ
け
、
農

業
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
全
体
を
ト
ー

タ
ル
に
活
性
さ
せ
て
い
く
発
想
が
な

い
と
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
結
び

つ
き
ま
せ
ん
ね
。

岡
本　

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
方
全
体

の
底
上
げ
も
、
重
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

市
長　

こ
の
地
域
の
中
で
、
仕
事
を

し
、
生
活
し
、
全
て
が
完
結
で
き
る

よ
う
な
形
に
な
れ
ば
、
み
ん
な
で
地

域
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が

こ
れ
か
ら
の　

世
紀
型
の
ま
ち
づ
く

２１

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

工
業
は
工
業
だ
け
、
商
業
は
商
業

だ
け
、
農
業
は
農
業
だ
け
で
は
な

く
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
協

力
し
合
い
、
す
ご
い
も
の
が
で
き

て
、
評
判
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
ま

ち
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
上
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
工
業
振
興
を
進
め

る
今
後
の
行
政
の
歩
み
を
ま
ち
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
結
び
付
け
た
い

で
す
ね
。

覚
悟
を

そ
し
て
希
望
を

覚
悟
を　

そ
し
て
希
望
を 

～
い
つ
か
思
い
は
叶
う

～
い
つ
か
思
い
は
叶
う
～～

市
長　

私
は
、
今
年
の
テ
ー
マ
を

「
覚
悟
を　

そ
し
て
希
望
を
～
い
つ

か
思
い
は
叶
う
～
」
と
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
震
災
の
影
響
が
大
き

く
、
節
電
や
放
射
能
、
円
高
の
問
題

な
ど
も
あ
っ
て
、
税
収
面
は
、
非
常

に
苦
し
い
状
況
で
す
。
そ
う
な
る
と

色
々
な
と
こ
ろ
で
切
り
詰
め
を
し
な

く
て
は
い
け
な
く
な
る
。
市
長
は
も

と
よ
り
職
員
と
し
て
も
、
今
ま
で
の

よ
う
に
全
て
を
行
政
が
や
る
の
で
は

な
く
て
、「
行
政
は
こ
こ
ま
で
で
き

ま
す
、
で
も
、
こ
こ
か
ら
は
市
民
の

皆
さ
ま
で
お
考
え
く
だ
さ
い
」、
と

い
う
よ
う
な
か
な
り
強
い
こ
と
を
申

し
上
げ
る
「
覚
悟
」
が
い
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
覚
悟
は
必
要

な
の
で
す
が
、
一
方
、
わ
が
ま
ち
は

可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら
「
希
望
」

を
持
ち
続
け
た
い
。
つ
ら
い
こ
と
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
覚
悟
と
希
望
を

持
っ
て
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

岡
本　

岩
澤
社
長
は
こ
れ
か
ら
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
う
お
持
ち
で
す
か
。

岩
澤　

世
界
で
通
用
す
る
商
品
・
機

種
を
開
発
し
続
け
、
よ
り
特
徴
の
あ

る
元
気
な
企
業
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
率
直
な
意

見
で
す
。
原
資
は
社
員
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
社
員
や
社
員

の
家
族
が
、
こ
こ
に
勤
め
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

会
社
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
日
野
市
に
来
て　
１２

年
た
ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
地
域
振

興
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
レ

ス
カ
は
日
野
市
に
あ
る
、
日
野
市
に

は
レ
ス
カ
が
あ
る
。
そ
う
い
う
企
業

に
な
り
た
い
で
す
ね
。

市
長　

社
員
が
レ
ス
カ
に
入
っ
て
良

か
っ
た
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
市
民

が
日
野
市
と
い
う
ま
ち
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
う
、
こ
の
こ

と
と
同
じ
で
す
ね
。

岡
本　

新
し
い
タ
イ
プ
の
工
業
は
、

住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
結
び
つ

い
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
失
わ
れ
た　

年
１０

あ
る
い
は　

年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

２０

す
が
、
こ
の
間
、
世
界
と
の
競
争
に

勝
つ
よ
う
な
、
そ
う
い
う
知
を
基
盤

と
し
た
産
業
が
日
本
で
は
、
十
分
に

形
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
地
域
産
業
を
構
築
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

市
長　

行
政
と
工
業
と
の
新
し
い
連

携
の
か
た
ち
。
非
常
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

岡
本
・
岩
澤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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〈
２
面
か
ら
の
続
き
〉

 
■
市
立
や
ま
ば
と
か
ら
～
活
動
体
験

「
軽
体
操
」

a
１
月　

日
㈮
午
前
９
時　

分
～　

２０

３０

１１

時　

分
b
市
立
や
ま
ば
と
f
市
内
在

３０
住
で
身
体
・
知
的
障
害
の
あ
る　

～
１８

　

歳
の
方
※
車
椅
子
可
j
送
迎
が
必

６４要
な
方
は
１
月　

日
㈫
ま
で
に
申
し

１０

込
み
k
電
話
l
同
施
設（
緯　
・
３
４

５８２

０
０
）

 
■
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

a
２
月
９
日
㈭
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

b
都
庁
第
二
本
庁
舎
特
別
会
議
室　
２７

福
　
祉

福
　
祉

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

g
傍
聴
定
員
…　

人
※
申
込
多
数
の

１５

場
合
は
抽
選
k
１
月　

日
㈮
（
消
印

２０

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
（
１

人
１
通
）。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
l
〒　

們
８

１６３

０
０
１
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計

画
課（
緯　
・
５
３
８
８
・
３
２
２
５
）

０３

■
日
野
市
都
市
計
画
審
議
会

a
１
月　

日
㈬
午
前　

時
か
ら
b
市

１１

１０

役
所
６
階
全
員
協
議
会
室
d
付
議
予

定
案
件
…
日
野
都
市
計
画
地
区
計
画

川
辺
堀
之
内
地
区
地
区
計
画
の
決

定
な

ど

g
傍
聴
定
員
…
先
着　

人
k
当

１０

日
午
前
９
時　

分
～
９
時　

分
に
市

３０

５０

役
所
３
階
都
市
計
画
課
で
受
け
付
け

l
都
市
計
画
課

 
■
市
立
保
育
園
臨
時
職
員
登
録
者
募

集b
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
d
募
集

働
　
く

働
　
く

職
種
は
上
表
の
と
お
り
k
履
歴
書

（
保
育
士
資
格
保
持
者
は
証
明
書
の

写
し
を
添
付
）
を
〒　

們
８
６
８
６

１９１

日
野
市
役
所
２
階
保
育
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
l
保
育
課

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会

a
１
月　

日
㈬
午
前　

時
か
ら
b
生

１１

１０

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
d
事
業
紹
介
、

概
要
説
明
f　

歳
以
上
の
方
l
日
野

６０

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
緯　
・
５８１

８
１
７
１
）

■
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
の
就
業
支

援▼　

歳
代
対
象
～
正
社
員
を
目
指
す

３０
７
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
…
a
２
月
２
日

㈭
～　

日
㈮
午
前　

時
～
午
後
５
時

１０

１０

g　

人
▼　

歳
以
下
対
象
「
面
接
対

１５

３４

策
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
就
職
面
接
会
」・

「
グ
ッ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
！
発
見
★
フ
ェ
ア
」・

「
実
践
！
採
用
担
当
者
に
選
ば
れ
る

応
募
書
類
＆
面
接
対
策
講
座
」・「
就

勝
ゼ
ミ
」
▼
こ
れ
か
ら
働
く
女
性
対

象
「
１
日
で
わ
か
る
再
就
職
の
ポ
イ

ン
ト
」
▼　

歳
以
上
対
象
「
自
分
を

５５

活
か
す
！
再
就
職
対
策
講
座
」
▼　
３０

～　

歳
対
象
「
実
践
！
採
用
さ
れ
る

５４
た
め
の
応
募
書
類
・
面
接
対
策
講
座
」

　

い
ず
れ
も
b
l
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
（
緯　
・　

・
４
５
２
４
）

０４２
３２９

（広告）

▲日野市長　馬場弘融

朝夕
保育士

延長対応
保育助手

延長対応
保育士用務員給食

調理員
保育士
助手保育士職種

１,０４０円９１０円９７０円８７０円９１０円９７０円時給

７：００～９：３０、
１６：００～１９：００の
うちいずれも２
時間（計４時間）
※週４日程度

月曜～金曜日
８：３０～１３：３０、
１４：３０～１８：３０
土曜日
９：００～１４：００
※週４日程度

月曜～金曜日
８：３０～１７：００
土曜日
８：３０～１２：１５
※土曜日は勤務の無い場合あり

勤務
時間

※交通費支給、有給休暇あり

▼
石
坂
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
…
b
百
草

　

付
近
f
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
農

７１１

６０

作
業
が
可
能
な
市
内
在
住
者
g
２
区

画
※
１
世
帯
１
区
画
。
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

▼
コ
バ
サ
ン
農
園
…
b
東
平
山
２
の

８
付
近
f
農
作
業
が
可
能
な
市
内
在

住
者
g
９
区
画
※
１
世
帯
１
区
画
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

い
ず
れ
も
a
利
用
期
間
…
３
月
～

平
成　

年
１
月
h
利
用
料
…
年
４
万

２５

円
j
自
動
車
で
の
通
園
は
不
可
k
１

月　

日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は

１３
が
き
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
農
園
名
を
、
返
信
用
表
面
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
l
〒　

們
８
６
８

１９１

６
日
野
市
役
所
産
業
振
興
課

農
業
体
験
農
園

利
用
者
追
加
募
集

〜
農
家
の
指
導
で
野
菜
づ
く
り

a
１
月　

日
㈯
午
後
１
時　

分
～
４

２１

３０

時
b
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル（
市
民
会
館
）

※
直
接
会
場
へ
d
講
演
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
女
性
農
業
者
の

会
に
よ
る
農
の
生
け
花
や
市
の
農
業

振
興
策
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
e

小
倉
朋
子
氏
（
株
式
会
社
ト
ー
タ
ル

フ
ー
ド
代
表
取
締
役
）、
パ
ネ
リ
ス

ト
…
小
林
和
男
氏
（
市
内
農
業
者
）、

佐
藤
美
千
代
氏
（
消
費
者
・
日
野
市

農
業
懇
談
会
委
員
）、
古
川
蓉
子
氏

（
商
業
者
・
焼
き
た
て
パ
ン
の
店
フ
ル

ー
ブ
）、
水
口
均
氏
（
Ｊ
Ａ
東
京
み
な

み
総
務
部
長
）、
市
産
業
振
興
課
長
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
小
倉
朋
子
氏

l
産
業
振
興
課

都
市
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
進
め
よ
う
！
地
産
地
消
ひ
の

都
市
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
進
め
よ
う
！
地
産
地
消
ひ
の
」」

　

昨
年
７
月
か
ら
学
識
経
験
者
、
市

内
工
業
関
係
者
、
金
融
機
関
、
行
政

機
関
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
工
業

振
興
基
本
構
想
策
定
協
議
会
で
策
定

作
業
を
進
め
て
き
た
（
仮
称
）
日
野

市
工
業
振
興
基
本
構
想
の
素
案
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）日
野
市
工
業
振
興
基
本
構

想
と
は
、
日
野
市
の
今
後　

年
の
工

１０

業
振
興
を
見
据
え
、
市
の
工
業
が
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
明
確
に
す
る
た

め
の
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